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当会は、動物と人間が共存共生できる豊かな社会を目指して、積極的な活動を展開している

全国規模の特定非営利活動法人です。国連顧問団体をはじめ、世界 100 以上の NGO と協力

関係を持ち、連携を取りながら実践的で幅広い動物保護活動に取り組んでいます。 

  

 さて、先般、貴大学生命科学先端研究センター動物実験施設における遺伝子組換え動物の

不適切な取扱いに関して、報道発表がありました。 

すでに、「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律

（カルタヘナ法）」及び貴大学の「遺伝子組換え生物等使用実験安全管理規則」に違反するも

のとして、文部科学省から貴大学に対して厳重注意がなされ、再発防止策が打ち出されている

ところですが、当会では発表された内容以外に不明な点、詳細を伺いたい点がございます。つ

きましては、別紙の「遺伝子組換え動物の不適切な取扱いに関する公開質問状」により質問い

たします。 

 

ご多忙のところ恐れ入りますが、別紙質問状に回答を直接ご記入いただき、12 月 15 日まで

に当会宛ご送付いただきますようお願い申し上げます。 

 なお、本件質問及びそれに対する貴大学の対応につきましては、当会のウェブサイト等を通

じて公開いたしますので、予めご了承ください。 

以上 

 

 

 

添付資料：当会の案内資料 



 

 

 



 

 

 

遺伝子組換え動物の不適切な取扱いに関する公開質問状 

 

 

【質問1】 遺伝子組換えラットに対して「不活化措置をとった」とのことですが、その措置とはど

のような方法か、使用した薬剤や器具名を含め、具体的かつ明確にその手順をご説明くださ

い。 

 

 

 



 

 

 

【質問 2】 今回、死亡したと思われていたラット 3 匹が冷凍庫の中で蘇生したとありますが、当

該動物が遺伝子組換え動物であるか否かにかかわらず、この事態を引き起こした取扱いは当

該動物に多大な苦痛や恐怖等を与えた動物虐待行為であるとして当会は強く抗議するもので

す。 

これまで不活化措置をとった実験動物に対して、どのような方法で死亡確認をしていたか、

具体的にご説明ください。 

 

 

 

 

 

【質問 3】 【質問 2】の死亡確認の方法について、改善します（しました）か？以下、いずれかの

選択肢を○で囲ってください。 

 

(ア) 改善する（した） 

(イ) 改善しない 

    
 

 

【質問 4】 【質問 3】で、「（ア）改善する（した）」と回答された場合、どのように改善する（した）か、

具体的にご説明ください。 

 

 

 

 

 



 

 

 

【質問5】 【質問3】で「（イ）改善しない」と回答された場合、その理由を明確にご説明ください。 

 

 

 

 

【質問 6】 貴大学の報道発表資料「富山大学における遺伝子組換え生物等の不適切な使用

等について」には、「蘇生した状態で死体一時保管冷凍庫内にて発見され、発見されたラットは

施設管理者によりその場で不活化措置が行われました。」とありますが、2 度目の不活化措置も

【質問 1】の回答と同じ方法で行いましたか？以下、いずれかの選択肢を○で囲ってください。

（イ）の場合、（ ）内に具体的にその方法をご説明ください。 

 

(ア) 同じ方法である 

(イ) 異なる方法である（                             ） 

 

 

 

【質問 7】 同、報道発表資料で示されている、再発防止策「① 遺伝子組換え生物等を取り扱

うにあたって遵守すべき本学の規則を整理・改定するとともに管理体制を強化する。 」につい

て、どのように「規則を整理・改定する（した）」のか、新旧両方の規則を具体的にご提示ください。

また「管理体制の強化」についても、どのように強化する（した）のかを具体的にご説明ください。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【質問 8】 同、報道発表資料で示されている、再発防止策「② 遺伝子組換え実験の審査・承

認の際の不活化措置等の確認作業の強化を行うとともに、実験室の施設要件及び承認された

遺伝子組換え実験の実施状況について、年に１回の点検調査を行う。 」について、 

 

（A） どのように「遺伝子組換え実験の審査・承認の際の不活化措置等の確認作業の強

化」を行う（行った）のか、具体的にご説明ください。 

 

（B） 年 1 回の実験室の施設要件及び承認された遺伝子組換え実験の実施状況の点検

調査については、年に 1 回で、果たして有効な点検調査ができるのか、甚だ疑問で

す。誰がどのように行うのか、その内容の詳細を具体的にご記入ください。 

 

 

 

【質問 9】 遺伝子組換え動物以外の動物を用いた実験については、「審査・承認の際の不活

化措置等の確認作業の強化」を行いますか？以下、いずれかの選択肢を○で囲ってください。

（イ）の場合、（ ）内に具体的にその理由をご説明ください。 

 

(ア) 実施する（すべての動物を用いた実験について実施する） 

(イ) 実施しない（対象は遺伝子組換え動物を用いた実験のみ） 

（具体的な理由：                                      ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【質問 10】 遺伝子組換え動物以外の動物を用いた実験については、年 1 回の点検調査は実

施しますか？以下、いずれかの選択肢を○で囲ってください。（イ）の場合、（ ）内に具体的

にその理由をご説明ください。 

 

(ア) 実施する（すべての動物を用いた実験について実施する） 

(イ) 実施しない（対象は遺伝子組換え動物を用いた実験のみ） 

（具体的な理由：                                      ） 

 

 
 

 

【質問 11】 貴大学において平成 24 年度に実施した国立大学法人動物実験施設協議会・公

私立大学実験動物施設協議会の「動物実験に関する相互検証プログラム」の報告では、「生命

科学先端研究センター動物実験施設の老朽化」指摘以外には、実験動物の飼養保管を含め、

「適正・妥当」との判断がなされていました。平成 24 年 11 月 30 日に実施された 2 名の調査員

による訪問調査にて、今回、発表された問題点が見抜けなかった原因は何と考えるか、具体的

にご説明ください。  

 

 



 

 

 

 

 

【質問 12】 本件事故を猛省され、再発防止を徹底すべきであるのは当然のこと、「3Rs」や「動

物の愛護及び管理に関する法律」に則り、動物を用いない方法への転換を積極的に図ってい

くべきです。貴大学では、動物実験計画の承認の際、動物を用いない方法（Replacement）で実

施できるか否かをどのように検討しているのか、具体的にご説明ください。 

 

 

 

 


